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「
浄
恩
寺
永
代
経
法
要
」
を
お
勤
め
し
ま
す
。

五
月
三
日
（
日
）

憲
法
記
念
日

第
①
法
要

午
前
九
時
三
〇
分
始
経

第
②
法
要

午
前
十
一
時
始
経

第
③
法
要

午
後
一
時
始
経(

①
②
満
席
の
場
合
）

私
た
ち
真
宗
門
徒
の
永
代
経
懇
志
に
は
「
い
つ
ま
で
も
、

私
た
ち
の
お
寺
を
ま
も
り
、
そ
こ
が
心
の
よ
り
所
と
し
て
、

み
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
願
い
を
実
現
す
る
お
勤
め

が
、
永
代
経
法
要
な
の
で
す
。

今
年
度
、
浄
恩
寺
で
は
、
寺
院
内
設
備
の
補
修
工
事
を
二

件
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

①
新
納
骨
堂
設
備
工
事
（
本
堂
二
階
）

②
本
堂
庫
裏
外
壁
塗
装
工
事

令
和
八
年
永
代
経
法
要
懇
志
、
盂
蘭
盆
会
法
要
懇
志
、
報

恩
講
法
要
懇
志
を
右
記
拡
張
工
事
の
費
用
に
当
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
、
謹
ん
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「浄恩寺永代経法要」の流れ

第①法要 ９：15 集合

参拝納骨者は、骨箱を本堂へ

9:30お経「仏説無量寿経」

※読経中に焼香して下さい。

第②法要 10：45 集合

参拝納骨者は、骨箱を本堂へ

11:00お経「仏説無量寿経」

※読経中に焼香して下さい。

＊お経は、年忌法要に読むお経で
す。、年忌法要として、ご参拝して
頂いても大丈夫です。
＊参拝申込み多数の場合は、第③
法要１３時をお勤めします。

浄
恩
寺
、
寺
院
内
外
設
備
拡
張
工
事

①
新
納
骨
堂
仏
具
製
造
と
納
品

新
納
骨
堂
に
納
め
る
収
納
庫
と
台
座

が
で
き
あ
が
り
設
置
し
ま
し
た
。
旧
本

堂
の
飾
金
具
を
装
飾

し
ま
し
た
。

②
本
堂
庫
裏
外
壁
塗
装
工
事

浄
恩
寺
東
隣
の
ア
パ
ー
ト
が
解
体
さ
れ
、
駐
車
場
に
な
り

ま
し
た
。
景
色
も
変
わ
り
ま
し
た
。

解
体
の
時
、
た
く
さ
ん
の
土
壁
を
浴
び

て
汚
れ
て
ま
し
た
。
前
回
、
外
壁
塗
装
を

し
て
、
約
十
五
年
。
外
壁
保
全
、
景
観
維
持
と
防
水
の
た
め
、

今
年
度
予
算
化
し
て
、
施
工
す
る
計
画
で
す
。

③
本
堂
内
エ
ア
コ
ン
付
け
替
え
工
事

本
堂
内
エ
ア
コ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
取
り
替
え
の
時
期
で
す
。

慎
重
に
予
算
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
夏
が
越
せ
そ
う
に
な
け

れ
ば
、
工
事
に
ふ
み
き
り
ま
す
。

「
２
月
の
ふ
く
と
た
ら
」

寒
か
っ
た
季
節
、
私
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ

に

、
膝
の
上
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
ご
飯
の
時
間
に

な
る
と

誘
い
合

っ
て
台

所
に
向

か
い
ま

す
。
食

欲
旺
盛

で
す
。

やっと、梅が咲き
始めました・・・






